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　降下物（雨水，塵等）は，当センター屋上1ｍの高さ
に「角型たらい」（新輝合成㈱120型，面積0.48m2）を
設置し採取した。
　（3） 空間放射線量率
　空間放射線量率は，原子力規制庁委託事業「環境放
射能水準調査」において，放射能測定法シリーズ7）に
基づき設置したモニタリングポスト（MAR-22㈱日立製
作所製NaI（Tl）シンチレーション検出器）（当センター
屋上にて屋上床から3ｍの高さ。地上から17ｍ）のデー
タを用いた。
　2 ･ 2　調査期間
　気象庁等における黄砂の飛来予測などから，令和3年
の3月16日から19日まで，及び3月29日から4月2日ま
での間，大気浮遊じん，降下物を継続して採取した。
なお，この間，毎日9時及び16時に試料の回収を行った。
　令和3年3月29日15時の気象庁黄砂予測図（図１）8）

と，3月28日から4月2日にかけて金沢地方気象台で観
測した視程9）及び県内大気環境測定局18局のSPM濃度
の値10）（図２）から，令和3年3月29日から3月31日ま
での間，県内に黄砂の飛来があったと考えられた。
　そこで，黄砂調査として，3月29日から4月2日まで
行った。

1　はじめに

　黄砂は，冬から春にかけてユーラシア大陸から偏西
風に乗って越境し，国内に飛来する粒子状の物質であ
り，アレルギー症状や呼吸器疾患など健康被害を生ず
るおそれがある物質である1）。
　黄砂の飛来は，国内はもとより，本県においてもほ
ぼ毎年観測され2）3），日本まで到達する粒径は4μｍ付
近のものが多く，黄砂が飛来すると，環境大気中の
SPM（10μｍ以下）やPM2.5（2.5μｍ以下）の濃度が
上昇することがある。
　また，放射能との関連については，1980年代以前の
大気圏内核実験や1986年のチェルノブイリ発電所事故
によって放出されたセシウム－137が黄砂とともに飛来
したとの報告4）5）があるほか，県内において平成21年
12月及び平成22年3月に金沢で黄砂が観測された際，
降下物からセシウム－137が検出された6）。
　そこで，本調査では黄砂飛来による空間線量率の変

動や人への健康影響を把握するため，黄砂の飛来が予
測された令和3年3月に，保健環境センター（金沢市太
陽が丘。以下，「当センター」という。）屋上で，大気
浮遊じん及び降下物を採取し，重量や放射能濃度の調
査を実施した。
　更に，本県では，令和2年2月から当センター屋上に
て大気浮遊じん及び降下物を継続して採取し，重量や
放射能濃度の調査（以下，「年間調査」という。）を実
施しており，その結果と比較したので併せて報告する。

2　調査方法

　2 ･ 1　調査対象
　（1） 大気浮遊じん
　大気浮遊じんは，当センター屋上にてハイボリウム
エアサンプラ－（紀本電子工業㈱製120SL）を用い，流
速800L/min（年 間 調 査 は1,200L/min）で，ろ 紙

（Advantec製GB-100）に採取した。
　（2） 降下物

　また，年間調査では，週2回（主に月，金曜の9時）
試料を回収した。
　2 ･ 3　測定方法
　（1） 試料の調製
　大気浮遊じんを採取したろ紙は6.5cm×5.5cmに折り
畳み，アクリル製測定容器に詰め，測定試料とした。
　採取した降下物はビーカーに移した後，採取に用い
た角型たらいを塩酸（1+100）及びイオン交換水で洗浄
し，洗液と降下物を合わせて蒸発濃縮後，U-8容器に入
れて，乾固させ，測定試料とした。
　（2） 放射能分析（ガンマ線核種分析）
　測定は，ゲルマニウム半導体検出器（SEIKO EG&G
製GEM-C7080-LB-C-HJ-S，相対効率45%程度，分解能
2keV未満，鉛－210などの低エネルギーガンマ線測定が
行えるもの）によるガンマ線核種分析とし，測定時間
は80,000秒とした（検出状況によっては80,000秒以上の
長時間測定を実施）。
　測定結果については，採取開始から採取終了までの
中間日時で半減期補正した。

3　結果及び考察

　3 ･ 1　大気浮遊じん
　（1）大気浮遊じんの濃度
　ア　年間調査
　年間調査のうち，令和2年度の大気浮遊じんの積算流
量に対する重量（以下，「大気浮遊じんの濃度」という。）
のグラフを図３に示す。なお，グラフ上の各データの
横線の長さはそれぞれの採取期間を示す（以下同じ）。

　大気浮遊じんの濃度の値は1.2 ～ 131μg/m3の範囲で
あり，同期間の全重量から全積算流量を除して求めた
濃度の平均値は17.5μg/m3であった。最も高濃度となっ
た期間は，黄砂が飛来した令和3年3月29日から4月2
日までの期間で，他の期間に比べ突出して高い値を示
した。
　イ　黄砂調査

　黄砂調査の大気浮遊じんの濃度を図４に示す。
　大気浮遊じんの濃度の値は12 ～ 264μg/m3の範囲で
あり，平均値は103μg/m3であった。期間中最も高濃
度となったのは，気象庁黄砂予測図で本県への到達が
予測された3月29日の翌日となる30日の9時から16時
までの間で，SPM濃度が3月30日15時に最高値を示し
た（図２）ことと整合する結果となった。
　（2）大気浮遊じん中の放射能濃度及び空間線量率
　年間調査のうち，令和3年3月15日から4月9日まで
の間における大気浮遊じん中の放射能濃度及び空間線
量率の結果を表１に，黄砂調査の結果を表２に示す。
　ア　年間調査
　年間調査では，黄砂が飛来した令和3年3月29日から
4月2日の間に採取した試料のみからセシウム－137が
0.0056mBq/m3，カリウム－40が0.068mBq/m3検出され
た。これを重量あたりの濃度に換算すると，セシウム－
137が43Bq/kg，カリウム－40が520Bq/kgとなり，令
和2年8月に志賀町直海で採取した土壌（0 ～ 5cm）の
放射能と同程度（セシウム－137：46.3Bq/kg，カリウム
－40：413Bq/kg）であった。
　また，ベリリウム－7及び鉛－210について，3月29日
から4月2日の間の結果と，その他の期間と比較したが，
大きな濃度変化は見られなかった。
　イ　黄砂調査
　黄砂調査では，セシウム－137及びカリウム－40のい
ずれも不検出であった。
　年間調査の採取間隔は3日間又は4日間である一方，
黄砂調査の採取間隔は7時間又は17時間と短く，採取
量が少なかったため検出されなかったと推定された。
　ウ　空間線量率
　黄砂調査の期間における空間線量率の結果を図５に
示す。空間線量率はほぼ一定の値を示し，黄砂の飛来
による影響は見られなかった。
　3 ･ 2　降下物
　（1）降下量
　年間調査の降下量を図６に示す。降下量の値は0 ～
0.40g/日の範囲であり，平均値は0.07g/日であった。こ
のうち降雨が観測された期間に採取した降下量の平均
値は0.08g/日であり，降雨が無い期間では0.02g/日で
あった。黄砂が飛来した期間は降雨が無かったものの
降下量は0.08g/日と多かった。
　黄砂調査の降下量を図７に示す。降下量の値は0.01
～0.31g/日であり，平均値は0.08g/日と，高い値となっ
ている。
　（2）降下物の放射能濃度
　降下物の放射能濃度の結果について，年間調査のう
ち令和3年3月15日から4月9日までの間に採取した降

下物の結果を表３に，黄砂調査の間に採取した結果を
表４に示す。
　表３及び表４のいずれもすべての期間でセシウム－
137及びカリウム－40が不検出であった。このことから，
黄砂の飛来により，セシウム－137及びカリウム－40の
降下物への影響は見られなかった。
　（3）令和3年3月16日から19日までの間の調査
　黄砂の飛来が観測されなかった令和3年3月16日から

19日までの間も，黄砂調査と同様に調査を実施したが，
大気浮遊じんの濃度は最高が97μg/m3，降下量は最大
0.07g/日であり，放射能では，セシウム－137やカリウ
ム－40が全ての試料で検出されなかった。
　3 ･ 3　健康影響
　黄砂が飛来した期間で，最も高い濃度の放射能を検
出した3月29日9時～ 4月2日9時の大気浮遊じんのセ
シウム－137によるヒトへの健康影響を評価した。
　セシウム－137を検出した大気浮遊じんの放射能の値
0.0056mBq/m3と，成人の実効線量係数（吸入摂取，セ
シウム－137：3.9×10－2μSv/Bq），呼吸率22.2×106cm3/d
を用いて11）12），内部被ばく線量を算出すると，1.8×10－6 
mSv/ 年（0.0056mBq/m3×3.9×10－2μSv/Bq×22.2×106cm3 

/d×365d/y）と算出された。これは，一般の人々の健康
を守るための基準である公衆被ばくの線量限度（年間
1mSv）と比べると，ごくわずかな値であった。

4　ま と め

　気象庁の黄砂飛来情報をもとに，大気浮遊じんと降
下物への影響を調査するため，令和3年3月29日から4
月2日にかけて，当センター屋上にて黄砂調査を実施し，
令和2年4月から実施している年間調査のうち，令和2
年度の結果と比較した。

　（1）大気浮遊じんの濃度
　年間調査では，令和2年度の大気浮遊じんの濃度の平
均値は17.5μg/m3であった。最も高濃度となった期間
は，黄砂が飛来した3月29日9時から4月2日9時まで
の間で131μg/m3であった。また，黄砂調査では，平
均値が103μg/m3であり，最も高濃度となったのは3月
30日9時から16時までの間で264μg/m3であった。
　（2）大気浮遊じん中の放射能濃度
　年間調査では，令和3年3月29日から4月2日に採取
した大気浮遊じんからセシウム－137が0.0056mBq/ 
m3，カリウム－40が0.068mBq/m3検出されたが，同時
期に実施した黄砂調査では，採取量が少なかったため
不検出となった。
　黄砂が飛来した期間の大気浮遊じんの放射能はセシ
ウム－137が43Bq/kg，カリウム－40が520Bq/kgであり，
志賀町で採取した土壌のレベルと同程度であった。
　また，空間線量率から，黄砂の飛来による影響は見
られなかった。
　（3）降下量
　年間調査の降下量の平均値0.07g/日であり，雨が無
い期間の平均値は0.02g/日であった。黄砂が飛来した
期間は降雨が無かったものの0.08g/日と多かった。
　（4）降下物の放射能

　セシウム－137及びカリウム－40とも全て不検出で
あった。
　（5）健康影響
　セシウム－137を検出した大気浮遊じんの放射能の値
と，成人の実効線量係数，呼吸率を用いて，内部被ば
く線量を算出すると，1.8×10－6 mSv/年と算出された。
　これは，一般の人々の健康を守るための基準である
公衆被ばくの線量限度（年間1mSv）と比べると，ごく
わずかな値であった。
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採取量 Cs-137 K-40 Be-7 Pb-210

（Ｌ ） （ｇ） (g/日)

3月29日  9:00 ～ 3月29日 15:58 0.0 0.01 N.D. N.D. N.D. N.D.

3月29日 16:00 ～ 3月30日  8:58 0.0 0.03 N.D. N.D. N.D. N.D.

3月30日  9:00 ～ 3月30日 15:58 0.0 0.02 N.D. N.D. N.D. N.D.

3月30日 16:00 ～ 3月31日  8:58 0.0 0.03 N.D. N.D. 0.020±0.0067 N.D.

3月31日  9:00 ～ 3月31日 15:58 0.0 0.09 N.D. N.D. N.D. N.D.

3月31日 16:00 ～ 4月 1日  8:58 0.0 0.03 N.D. N.D. N.D. N.D.

4月 1日  9:00 ～ 4月 1日 15:58 0.0 0.02 N.D. N.D. N.D. 0.049±0.016

4月 1日 16:00 ～ 4月 2日  8:58 0.0 0.01 N.D. N.D. N.D. N.D.

0.04
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0.03

採取日時
降下量

（Bq/m2/h）

表4　降下量及び降下物の放射能濃度（黄砂調査，令和3年3月29日～ 4月2日）

採取量 Cs-137 K-40 Be-7 Pb-210

（Ｌ ） （ｇ） (g/日)

3月15日  9:00 ～ 3月19日  8:58 1.6 0.10 0.03 N.D. N.D. 0.16 ±0.0030 0.034±0.0020

3月19日  9:00 ～ 3月22日  7:58 18.7 0.23 0.08 N.D. N.D. 0.79 ±0.0073 0.14 ±0.0036

3月22日  8:00 ～ 3月26日  8:58 0.0 0.11 0.03 N.D. N.D. 0.16 ±0.0029 0.025±0.0018

3月26日  9:00 ～ 3月29日  8:58 1.3 0.09 0.03 N.D. N.D. 0.11 ±0.0029 0.016±0.0022

3月29日  9:00 ～ 4月 2日  8:58 0.0 0.08 0.02 N.D. N.D. 0.006±0.0009 0.003±0.0010

4月 2日  9:00 ～ 4月 5日  8:58  20.4 0.40 0.13 N.D. N.D. 0.74 ±0.0070 0.066±0.0029

4月 5日  9:00 ～ 4月 9日  8:58 0.2 0.07 0.02 N.D. N.D. 0.065±0.0021 0.009±0.0016

表3　降下量及び降下物の放射能濃度（年間調査，令和3年3月15日～ 4月9日を抜粋）

採取日時
降下量

（Bq/m2/h）

〔資　料〕

て販売されているものを各々約1kg購入し，試料とした。
　2 ･ 2　検体の調整
　試料を包丁及びミキサーで細かく切断後，磁性皿に
入れ，105℃で数日間乾燥後，450℃で2～3日間灰化し，
U-8容器に充填して，検体とした。
　2 ･ 3　放射能測定
　（1）ガンマ線放出核種分析
　放射能測定法シリーズ8）に基づき，ゲルマニウム半
導体検出器（SEIKO EG&G製GEM-C7080-LB-C-HJ-S，
相対効率45％程度，分解能2keV未満）を用いて，測定
時間80,000秒でガンマ線放出核種分析を行った。
　（2） ストロンチウム－90分析
　放射能測定法シリーズ9）に準じた方法として，酸を
加え加熱抽出し，イオン交換法により分析・精製した
ストロンチウム－90から成長したイットリウム－90を分
離し，低バックグラウンドベータ線測定装置（Aloka社
製SCE-203）を用い3,600秒測定を行い定量した。

3　調査結果と考察

　3 ･ 1　捕獲地域別のイノシシ肉調査
　県内５か所で捕獲されたイノシシ（スネ）肉の測定
結果を表２に示す。

　カリウム－40の濃度は86.9 ～ 96.2Bq/kg生，セシウム
－137の濃度は0.31 ～ 2.47Bq/kg生であり，その他の人
工放射性核種は検出されなかった。全ての検体でセシ
ウム－134及びストロンチウム－90は検出されず，セシ
ウム－137については，前報7）の調査結果と同程度の値
を示し，福島第一原発事故後の放射性セシウムの一般

1　はじめに

　近年，野生鳥獣の個体数の増加に伴う農作物被害の
増加により，イノシシやシカの捕獲頭数は，平成20年
度からの10年間で２倍に増加している1）。捕獲した有
害鳥獣は，フランス語で野生鳥獣肉を意味する「ジビエ」
として有効活用が試みられており，当県においても，
平成26年7月にジビエの利用促進を図るため「いしか
わジビエ利用促進研究会」を立ち上げ，ジビエ料理フェ
アや食イベントを通じて認知度の向上に取り組んでい
る2）。
　福島周辺では，野生鳥獣中の放射性物質に係る調査
が数多くなされており3）－6），例えば，福島県二本松市東
部で採取されたイノシシの胃内容物からは1,000Bq/kg
を超えるセシウム－137が検出されたとの報告がある6）。
　県内で捕獲され、処理されたジビエの放射能濃度に
ついて，前報7）では，県内弁当屋及びスーパーマーケッ
ト計４店舗の弁当，ジビエ，市販の牛肉及び豚肉に含
まれる放射能濃度を測定したところ，弁当からはセシ

ウム－137は検出されなかったが，ジビエからは市販の
牛肉及び豚肉の約50倍のセシウム－137が検出された

（最大1.26Bq/kg生）。これを，平成24年4月に設定され
た現行の一般食品に含まれる放射性セシウムの基準

（100Bq/kg）と比較すると，検出されたセシウムはごく
僅かであり，福島第一原子力発電所（以後、「福島第一
原発」という。）事故の影響はごく僅かであったと考察
した。
　本報では，イノシシ肉及びシカ肉について，捕獲地
域別及び部位別に放射能調査を実施し，それぞれの違
いについて検討を行ったので報告する。

2　調査方法

　2 ･ 1　調査対象
　調査対象を，表１に示す。県内で捕獲した野生獣肉
のうち，イノシシ肉及びシカ肉を対象とし，イノシシ
肉については捕獲地域別及び部位別の調査を，シカ肉
については部位別の調査を行った。
　調査では，県内の食肉処理施設において，食用とし

食品の基準値100Bq/kg10）に比べると320分の1から40
分の1程度であり、十分低い濃度であった。
　捕獲地域別で比較すると，④の検体でセシウム－137が
他と比べて高い値を示したものの，その原因について
は，わからなかった。
　3 ･ 2　部位別のイノシシ肉調査
　志賀町福浦で捕獲されたイノシシ１個体（検体⑤）
の部位別放射能の測定結果を表３に示す。

　カリウム－40の濃度は92.0 ～ 102.7Bq/kg生，全ての
部位でセシウム－134及びストロンチウム－90は検出さ
れず，セシウム－137の濃度は0.31 ～ 0.48Bq/kg生であ
り，その他の人工放射性核種も検出されなかった。
　平成25年3月から平成27年3月に千葉県内で捕獲さ
れたイノシシ肉の部位別の放射性セシウムを測定した
結果5）では，モモ肉から検出した放射性セシウムが最
も高く，バラ肉はモモ肉の0.28倍であったものの，放
射性セシウムについて，本研究では，部位による大き
な差は見られなかった。
　3 ･ 3　部位別のシカ肉調査
　加賀市塔尾で捕獲されたシカ１個体（検体⑥）の部
位別放射能の結果を表４に示す。
　カリウム－40の濃度は71.9 ～ 105.4Bq/kg生，全ての
部位でセシウム－134及びストロンチウム－90は検出さ
れず，セシウム－137の濃度は0.26 ～ 0.38Bq/kg生であ
り，その他の人工放射性核種は検出されなかった。
　いずれの核種も部位による差は見られなかった。

　4　ま と め

　県内で捕獲処理されたジビエのうち，イノシシ肉及
びシカ肉を対象とし，捕獲地域別及び部位別の放射能
調査を行った。カリウム－40の濃度は71.9 ～ 105.4Bq/kg
生，セシウム－137の濃度は0.26～2.47Bq/kg生であり，
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〔和文要旨〕

　石川県内で流通するジビエのうち，イノシシ肉及びシカ肉について，捕獲地域別及び部位別に放射

能調査を実施した。

　イノシシ肉の捕獲地域別調査では，検出されたカリウム－40は86.9 ～ 96.2Bq/kg生，セシウム－137

は0.31 ～ 2.47Bq/kg生であった。一部の地域では他と比べて高い値を示したものの、その原因につい

ては分からなかった。

　イノシシ肉とシカ肉の部位別の調査では，カリウム－40は71.9 ～ 105.4Bq/kg生，セシウム－137は

0.26 ～ 0.48Bq/kg生であり，部位による差は見られなかった。

キーワード：ジビエ，放射能，カリウム－40，セシウム－137

全ての検体でセシウム－134及びストロンチウム－90，
その他の人工放射性核種も検出されず，捕獲地域別に
は一部の地域では他と比べて高い値を示したものの、
その原因については分からなかった。また、部位によ
る差は見られなかった。
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て販売されているものを各々約1kg購入し，試料とした。
　2 ･ 2　検体の調整
　試料を包丁及びミキサーで細かく切断後，磁性皿に
入れ，105℃で数日間乾燥後，450℃で2～3日間灰化し，
U-8容器に充填して，検体とした。
　2 ･ 3　放射能測定
　（1）ガンマ線放出核種分析
　放射能測定法シリーズ8）に基づき，ゲルマニウム半
導体検出器（SEIKO EG&G製GEM-C7080-LB-C-HJ-S，
相対効率45％程度，分解能2keV未満）を用いて，測定
時間80,000秒でガンマ線放出核種分析を行った。
　（2） ストロンチウム－90分析
　放射能測定法シリーズ9）に準じた方法として，酸を
加え加熱抽出し，イオン交換法により分析・精製した
ストロンチウム－90から成長したイットリウム－90を分
離し，低バックグラウンドベータ線測定装置（Aloka社
製SCE-203）を用い3,600秒測定を行い定量した。

3　調査結果と考察

　3 ･ 1　捕獲地域別のイノシシ肉調査
　県内５か所で捕獲されたイノシシ（スネ）肉の測定
結果を表２に示す。

　カリウム－40の濃度は86.9 ～ 96.2Bq/kg生，セシウム
－137の濃度は0.31 ～ 2.47Bq/kg生であり，その他の人
工放射性核種は検出されなかった。全ての検体でセシ
ウム－134及びストロンチウム－90は検出されず，セシ
ウム－137については，前報7）の調査結果と同程度の値
を示し，福島第一原発事故後の放射性セシウムの一般

1　はじめに

　近年，野生鳥獣の個体数の増加に伴う農作物被害の
増加により，イノシシやシカの捕獲頭数は，平成20年
度からの10年間で２倍に増加している1）。捕獲した有
害鳥獣は，フランス語で野生鳥獣肉を意味する「ジビエ」
として有効活用が試みられており，当県においても，
平成26年7月にジビエの利用促進を図るため「いしか
わジビエ利用促進研究会」を立ち上げ，ジビエ料理フェ
アや食イベントを通じて認知度の向上に取り組んでい
る2）。
　福島周辺では，野生鳥獣中の放射性物質に係る調査
が数多くなされており3）－6），例えば，福島県二本松市東
部で採取されたイノシシの胃内容物からは1,000Bq/kg
を超えるセシウム－137が検出されたとの報告がある6）。
　県内で捕獲され、処理されたジビエの放射能濃度に
ついて，前報7）では，県内弁当屋及びスーパーマーケッ
ト計４店舗の弁当，ジビエ，市販の牛肉及び豚肉に含
まれる放射能濃度を測定したところ，弁当からはセシ

ウム－137は検出されなかったが，ジビエからは市販の
牛肉及び豚肉の約50倍のセシウム－137が検出された

（最大1.26Bq/kg生）。これを，平成24年4月に設定され
た現行の一般食品に含まれる放射性セシウムの基準

（100Bq/kg）と比較すると，検出されたセシウムはごく
僅かであり，福島第一原子力発電所（以後、「福島第一
原発」という。）事故の影響はごく僅かであったと考察
した。
　本報では，イノシシ肉及びシカ肉について，捕獲地
域別及び部位別に放射能調査を実施し，それぞれの違
いについて検討を行ったので報告する。

2　調査方法

　2 ･ 1　調査対象
　調査対象を，表１に示す。県内で捕獲した野生獣肉
のうち，イノシシ肉及びシカ肉を対象とし，イノシシ
肉については捕獲地域別及び部位別の調査を，シカ肉
については部位別の調査を行った。
　調査では，県内の食肉処理施設において，食用とし

食品の基準値100Bq/kg10）に比べると320分の1から40
分の1程度であり、十分低い濃度であった。
　捕獲地域別で比較すると，④の検体でセシウム－137が
他と比べて高い値を示したものの，その原因について
は，わからなかった。
　3 ･ 2　部位別のイノシシ肉調査
　志賀町福浦で捕獲されたイノシシ１個体（検体⑤）
の部位別放射能の測定結果を表３に示す。

　カリウム－40の濃度は92.0 ～ 102.7Bq/kg生，全ての
部位でセシウム－134及びストロンチウム－90は検出さ
れず，セシウム－137の濃度は0.31 ～ 0.48Bq/kg生であ
り，その他の人工放射性核種も検出されなかった。
　平成25年3月から平成27年3月に千葉県内で捕獲さ
れたイノシシ肉の部位別の放射性セシウムを測定した
結果5）では，モモ肉から検出した放射性セシウムが最
も高く，バラ肉はモモ肉の0.28倍であったものの，放
射性セシウムについて，本研究では，部位による大き
な差は見られなかった。
　3 ･ 3　部位別のシカ肉調査
　加賀市塔尾で捕獲されたシカ１個体（検体⑥）の部
位別放射能の結果を表４に示す。
　カリウム－40の濃度は71.9 ～ 105.4Bq/kg生，全ての
部位でセシウム－134及びストロンチウム－90は検出さ
れず，セシウム－137の濃度は0.26 ～ 0.38Bq/kg生であ
り，その他の人工放射性核種は検出されなかった。
　いずれの核種も部位による差は見られなかった。

　4　ま と め

　県内で捕獲処理されたジビエのうち，イノシシ肉及
びシカ肉を対象とし，捕獲地域別及び部位別の放射能
調査を行った。カリウム－40の濃度は71.9 ～ 105.4Bq/kg
生，セシウム－137の濃度は0.26～2.47Bq/kg生であり，

全ての検体でセシウム－134及びストロンチウム－90，
その他の人工放射性核種も検出されず，捕獲地域別に
は一部の地域では他と比べて高い値を示したものの、
その原因については分からなかった。また、部位によ
る差は見られなかった。
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検体 種 捕獲場所 捕獲日 体重(kg) 雌雄

① イノシシ 羽咋市千路 令和2年3月23日 43 オス

② イノシシ 志賀町福浦 令和2年3月24日 80 メス

③ イノシシ 宝達志水町見砂 令和2年1月14日 75 メス

④ イノシシ 中能登町春木 令和2年1月28日 45 メス

⑤ イノシシ 志賀町福浦 令和2年7月9日 41 オス

⑥ シカ 加賀市塔尾 令和2年12月1日 59 オス

表１　調査対象

重量 K-40 Cs-137 Cs-134 Sr-90
kg生

① 1.1276 86.9±0.6 0.82±0.02 N.D. N.D.
② 1.3040 94.7±0.7 0.97±0.02 N.D. N.D.
③ 1.2034 89.0±0.6 0.64±0.02 N.D. N.D.
④ 1.2025 91.0±0.6 2.47±0.03 N.D. N.D.
⑤ 0.8273 96.2±0.8 0.31±0.02 N.D. N.D.

平均 91.6 1.04 N.D. N.D.

※「N.D.」は検出下限値未満である。

検体
Bq/kg生

表２　捕獲地域別のイノシシ（スネ）の放射能濃度

重量 K-40 Cs-137 Cs-134 Sr-90
kg生 Bq/kg生

ロース 0.9975 96.0±0.7 0.45±0.02 N.D. N.D.
カタロース 1.0909 100.9±0.7 0.33±0.01 N.D. N.D.

ランプ 0.9908 100.5±0.7 0.48±0.02 N.D. N.D.
ヒレ 0.4057 98.2±1.1 0.36±0.03 N.D. N.D.

シンタマ 1.1336 100.2±0.7 0.44±0.02 N.D. N.D.
モモ 1.1320 99.5±0.7 0.46±0.01 N.D. N.D.
バラ 0.9252 92.0±0.7 0.40±0.02 N.D. N.D.

前バラ 0.8711 96.7±0.8 0.37±0.02 N.D. N.D.
ウデ 1.3941 102.7±0.6 0.37±0.01 N.D. N.D.

内モモ 1.1900 102.2±0.7 0.46±0.01 N.D. N.D.
スネ 0.8273 96.2±0.8 0.31±0.02 N.D. N.D.
平均 98.7 0.40 N.D. N.D.

※「N.D.」は検出下限値未満である。

検体
（⑤の部位）

表３　部位別のイノシシの放射能濃度
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て販売されているものを各々約1kg購入し，試料とした。
　2 ･ 2　検体の調整
　試料を包丁及びミキサーで細かく切断後，磁性皿に
入れ，105℃で数日間乾燥後，450℃で2～3日間灰化し，
U-8容器に充填して，検体とした。
　2 ･ 3　放射能測定
　（1）ガンマ線放出核種分析
　放射能測定法シリーズ8）に基づき，ゲルマニウム半
導体検出器（SEIKO EG&G製GEM-C7080-LB-C-HJ-S，
相対効率45％程度，分解能2keV未満）を用いて，測定
時間80,000秒でガンマ線放出核種分析を行った。
　（2） ストロンチウム－90分析
　放射能測定法シリーズ9）に準じた方法として，酸を
加え加熱抽出し，イオン交換法により分析・精製した
ストロンチウム－90から成長したイットリウム－90を分
離し，低バックグラウンドベータ線測定装置（Aloka社
製SCE-203）を用い3,600秒測定を行い定量した。

3　調査結果と考察

　3 ･ 1　捕獲地域別のイノシシ肉調査
　県内５か所で捕獲されたイノシシ（スネ）肉の測定
結果を表２に示す。

　カリウム－40の濃度は86.9 ～ 96.2Bq/kg生，セシウム
－137の濃度は0.31 ～ 2.47Bq/kg生であり，その他の人
工放射性核種は検出されなかった。全ての検体でセシ
ウム－134及びストロンチウム－90は検出されず，セシ
ウム－137については，前報7）の調査結果と同程度の値
を示し，福島第一原発事故後の放射性セシウムの一般

1　はじめに

　近年，野生鳥獣の個体数の増加に伴う農作物被害の
増加により，イノシシやシカの捕獲頭数は，平成20年
度からの10年間で２倍に増加している1）。捕獲した有
害鳥獣は，フランス語で野生鳥獣肉を意味する「ジビエ」
として有効活用が試みられており，当県においても，
平成26年7月にジビエの利用促進を図るため「いしか
わジビエ利用促進研究会」を立ち上げ，ジビエ料理フェ
アや食イベントを通じて認知度の向上に取り組んでい
る2）。
　福島周辺では，野生鳥獣中の放射性物質に係る調査
が数多くなされており3）－6），例えば，福島県二本松市東
部で採取されたイノシシの胃内容物からは1,000Bq/kg
を超えるセシウム－137が検出されたとの報告がある6）。
　県内で捕獲され、処理されたジビエの放射能濃度に
ついて，前報7）では，県内弁当屋及びスーパーマーケッ
ト計４店舗の弁当，ジビエ，市販の牛肉及び豚肉に含
まれる放射能濃度を測定したところ，弁当からはセシ

ウム－137は検出されなかったが，ジビエからは市販の
牛肉及び豚肉の約50倍のセシウム－137が検出された

（最大1.26Bq/kg生）。これを，平成24年4月に設定され
た現行の一般食品に含まれる放射性セシウムの基準

（100Bq/kg）と比較すると，検出されたセシウムはごく
僅かであり，福島第一原子力発電所（以後、「福島第一
原発」という。）事故の影響はごく僅かであったと考察
した。
　本報では，イノシシ肉及びシカ肉について，捕獲地
域別及び部位別に放射能調査を実施し，それぞれの違
いについて検討を行ったので報告する。

2　調査方法

　2 ･ 1　調査対象
　調査対象を，表１に示す。県内で捕獲した野生獣肉
のうち，イノシシ肉及びシカ肉を対象とし，イノシシ
肉については捕獲地域別及び部位別の調査を，シカ肉
については部位別の調査を行った。
　調査では，県内の食肉処理施設において，食用とし

食品の基準値100Bq/kg10）に比べると320分の1から40
分の1程度であり、十分低い濃度であった。
　捕獲地域別で比較すると，④の検体でセシウム－137が
他と比べて高い値を示したものの，その原因について
は，わからなかった。
　3 ･ 2　部位別のイノシシ肉調査
　志賀町福浦で捕獲されたイノシシ１個体（検体⑤）
の部位別放射能の測定結果を表３に示す。

　カリウム－40の濃度は92.0 ～ 102.7Bq/kg生，全ての
部位でセシウム－134及びストロンチウム－90は検出さ
れず，セシウム－137の濃度は0.31 ～ 0.48Bq/kg生であ
り，その他の人工放射性核種も検出されなかった。
　平成25年3月から平成27年3月に千葉県内で捕獲さ
れたイノシシ肉の部位別の放射性セシウムを測定した
結果5）では，モモ肉から検出した放射性セシウムが最
も高く，バラ肉はモモ肉の0.28倍であったものの，放
射性セシウムについて，本研究では，部位による大き
な差は見られなかった。
　3 ･ 3　部位別のシカ肉調査
　加賀市塔尾で捕獲されたシカ１個体（検体⑥）の部
位別放射能の結果を表４に示す。
　カリウム－40の濃度は71.9 ～ 105.4Bq/kg生，全ての
部位でセシウム－134及びストロンチウム－90は検出さ
れず，セシウム－137の濃度は0.26 ～ 0.38Bq/kg生であ
り，その他の人工放射性核種は検出されなかった。
　いずれの核種も部位による差は見られなかった。

　4　ま と め

　県内で捕獲処理されたジビエのうち，イノシシ肉及
びシカ肉を対象とし，捕獲地域別及び部位別の放射能
調査を行った。カリウム－40の濃度は71.9 ～ 105.4Bq/kg
生，セシウム－137の濃度は0.26～2.47Bq/kg生であり，

全ての検体でセシウム－134及びストロンチウム－90，
その他の人工放射性核種も検出されず，捕獲地域別に
は一部の地域では他と比べて高い値を示したものの、
その原因については分からなかった。また、部位によ
る差は見られなかった。

文　　　献

1 ）令和元年度食料・農業・農村の動向，農林水産省
大臣官房，284-289，2020.6

2 ）農林水産省ホームページ，取組事例， 
https://www.maff.go.jp/j/nousin/gibier/jirei.html,（参

照2021-06-01）
3 ）杢代俊枝，姉崎智子，水谷富哉，苫米地達生，浅

見成志，小倉洋裕，後藤重幸：群馬県内における野
生鳥獣の放射性セシウム汚染状況について －2010年
10月から2014年8月の検体分析に基づく傾向－，群馬
県立自然史博物館研究報告，20，169-176（2016）

4 ）小寺祐二，竹田努，平田慶：栃木県，茨城県およ
び福島県にまたがる八溝山地域に生息するイノシシ
の放射性セシウムによる汚染状況の評価，哺乳類科
学，57，9-18（2017）

5 ）林千恵子，中村和宏，本郷猛，橋本博之，原田利栄，
中西希代子，石井俊靖：千葉県で捕獲された野生獣
肉の放射性セシウム検査について，食品衛生雑誌，
57，32-36（2016）

6 ）渡邉泉，野村あづみ，増川武志，尾崎宏和，渡井千絵，
林谷秀樹，五味高志，吉田誠，横山正：福島県二本
松市東部で採取された野生動物（数種の鳥類および
哺乳類）の放射性セシウム蓄積，環境放射能除染学
会誌，2，241-250（2014）

7 ）小林浩美，山口麻美，宮竹智代，内田賢吾：日常
食中の放射能調査（福島第一原子力発電所事故後）,
57，61-64（2020）

8 ）原子力規制庁監視情報課：放射能測定法シリーズ
No.7 ゲルマニウム半導体検出器によるγ線スペクト
ロメトリー（令和2年9月改訂）

9 ）文部科学省科学技術・学術政策局原子力安全課防
災環境対策室：放射能測定法シリーズNo.2 放射性ス
トロンチウム分析法（平成15年改訂）

10）食品、添加物等の規格基準の一部を改正する件（平
成24年厚生労働省告示第130号）

検体 種 捕獲場所 捕獲日 体重(kg) 雌雄

① イノシシ 羽咋市千路 令和2年3月23日 43 オス

② イノシシ 志賀町福浦 令和2年3月24日 80 メス

③ イノシシ 宝達志水町見砂 令和2年1月14日 75 メス

④ イノシシ 中能登町春木 令和2年1月28日 45 メス

⑤ イノシシ 志賀町福浦 令和2年7月9日 41 オス

⑥ シカ 加賀市塔尾 令和2年12月1日 59 オス

表１　調査対象

重量 K-40 Cs-137 Cs-134 Sr-90
kg生

① 1.1276 86.9±0.6 0.82±0.02 N.D. N.D.
② 1.3040 94.7±0.7 0.97±0.02 N.D. N.D.
③ 1.2034 89.0±0.6 0.64±0.02 N.D. N.D.
④ 1.2025 91.0±0.6 2.47±0.03 N.D. N.D.
⑤ 0.8273 96.2±0.8 0.31±0.02 N.D. N.D.

平均 91.6 1.04 N.D. N.D.

※「N.D.」は検出下限値未満である。

検体
Bq/kg生

表２　捕獲地域別のイノシシ（スネ）の放射能濃度

重量 K-40 Cs-137 Cs-134 Sr-90
kg生 Bq/kg生

ロース 0.9975 96.0±0.7 0.45±0.02 N.D. N.D.
カタロース 1.0909 100.9±0.7 0.33±0.01 N.D. N.D.

ランプ 0.9908 100.5±0.7 0.48±0.02 N.D. N.D.
ヒレ 0.4057 98.2±1.1 0.36±0.03 N.D. N.D.

シンタマ 1.1336 100.2±0.7 0.44±0.02 N.D. N.D.
モモ 1.1320 99.5±0.7 0.46±0.01 N.D. N.D.
バラ 0.9252 92.0±0.7 0.40±0.02 N.D. N.D.

前バラ 0.8711 96.7±0.8 0.37±0.02 N.D. N.D.
ウデ 1.3941 102.7±0.6 0.37±0.01 N.D. N.D.

内モモ 1.1900 102.2±0.7 0.46±0.01 N.D. N.D.
スネ 0.8273 96.2±0.8 0.31±0.02 N.D. N.D.
平均 98.7 0.40 N.D. N.D.

※「N.D.」は検出下限値未満である。

検体
（⑤の部位）

表３　部位別のイノシシの放射能濃度

て販売されているものを各々約1kg購入し，試料とした。
　2 ･ 2　検体の調整
　試料を包丁及びミキサーで細かく切断後，磁性皿に
入れ，105℃で数日間乾燥後，450℃で2～3日間灰化し，
U-8容器に充填して，検体とした。
　2 ･ 3　放射能測定
　（1）ガンマ線放出核種分析
　放射能測定法シリーズ8）に基づき，ゲルマニウム半
導体検出器（SEIKO EG&G製GEM-C7080-LB-C-HJ-S，
相対効率45％程度，分解能2keV未満）を用いて，測定
時間80,000秒でガンマ線放出核種分析を行った。
　（2） ストロンチウム－90分析
　放射能測定法シリーズ9）に準じた方法として，酸を
加え加熱抽出し，イオン交換法により分析・精製した
ストロンチウム－90から成長したイットリウム－90を分
離し，低バックグラウンドベータ線測定装置（Aloka社
製SCE-203）を用い3,600秒測定を行い定量した。

3　調査結果と考察

　3 ･ 1　捕獲地域別のイノシシ肉調査
　県内５か所で捕獲されたイノシシ（スネ）肉の測定
結果を表２に示す。

　カリウム－40の濃度は86.9 ～ 96.2Bq/kg生，セシウム
－137の濃度は0.31 ～ 2.47Bq/kg生であり，その他の人
工放射性核種は検出されなかった。全ての検体でセシ
ウム－134及びストロンチウム－90は検出されず，セシ
ウム－137については，前報7）の調査結果と同程度の値
を示し，福島第一原発事故後の放射性セシウムの一般

1　はじめに

　近年，野生鳥獣の個体数の増加に伴う農作物被害の
増加により，イノシシやシカの捕獲頭数は，平成20年
度からの10年間で２倍に増加している1）。捕獲した有
害鳥獣は，フランス語で野生鳥獣肉を意味する「ジビエ」
として有効活用が試みられており，当県においても，
平成26年7月にジビエの利用促進を図るため「いしか
わジビエ利用促進研究会」を立ち上げ，ジビエ料理フェ
アや食イベントを通じて認知度の向上に取り組んでい
る2）。
　福島周辺では，野生鳥獣中の放射性物質に係る調査
が数多くなされており3）－6），例えば，福島県二本松市東
部で採取されたイノシシの胃内容物からは1,000Bq/kg
を超えるセシウム－137が検出されたとの報告がある6）。
　県内で捕獲され、処理されたジビエの放射能濃度に
ついて，前報7）では，県内弁当屋及びスーパーマーケッ
ト計４店舗の弁当，ジビエ，市販の牛肉及び豚肉に含
まれる放射能濃度を測定したところ，弁当からはセシ

ウム－137は検出されなかったが，ジビエからは市販の
牛肉及び豚肉の約50倍のセシウム－137が検出された

（最大1.26Bq/kg生）。これを，平成24年4月に設定され
た現行の一般食品に含まれる放射性セシウムの基準

（100Bq/kg）と比較すると，検出されたセシウムはごく
僅かであり，福島第一原子力発電所（以後、「福島第一
原発」という。）事故の影響はごく僅かであったと考察
した。
　本報では，イノシシ肉及びシカ肉について，捕獲地
域別及び部位別に放射能調査を実施し，それぞれの違
いについて検討を行ったので報告する。

2　調査方法

　2 ･ 1　調査対象
　調査対象を，表１に示す。県内で捕獲した野生獣肉
のうち，イノシシ肉及びシカ肉を対象とし，イノシシ
肉については捕獲地域別及び部位別の調査を，シカ肉
については部位別の調査を行った。
　調査では，県内の食肉処理施設において，食用とし

食品の基準値100Bq/kg10）に比べると320分の1から40
分の1程度であり、十分低い濃度であった。
　捕獲地域別で比較すると，④の検体でセシウム－137が
他と比べて高い値を示したものの，その原因について
は，わからなかった。
　3 ･ 2　部位別のイノシシ肉調査
　志賀町福浦で捕獲されたイノシシ１個体（検体⑤）
の部位別放射能の測定結果を表３に示す。

　カリウム－40の濃度は92.0 ～ 102.7Bq/kg生，全ての
部位でセシウム－134及びストロンチウム－90は検出さ
れず，セシウム－137の濃度は0.31 ～ 0.48Bq/kg生であ
り，その他の人工放射性核種も検出されなかった。
　平成25年3月から平成27年3月に千葉県内で捕獲さ
れたイノシシ肉の部位別の放射性セシウムを測定した
結果5）では，モモ肉から検出した放射性セシウムが最
も高く，バラ肉はモモ肉の0.28倍であったものの，放
射性セシウムについて，本研究では，部位による大き
な差は見られなかった。
　3 ･ 3　部位別のシカ肉調査
　加賀市塔尾で捕獲されたシカ１個体（検体⑥）の部
位別放射能の結果を表４に示す。
　カリウム－40の濃度は71.9 ～ 105.4Bq/kg生，全ての
部位でセシウム－134及びストロンチウム－90は検出さ
れず，セシウム－137の濃度は0.26 ～ 0.38Bq/kg生であ
り，その他の人工放射性核種は検出されなかった。
　いずれの核種も部位による差は見られなかった。

　4　ま と め

　県内で捕獲処理されたジビエのうち，イノシシ肉及
びシカ肉を対象とし，捕獲地域別及び部位別の放射能
調査を行った。カリウム－40の濃度は71.9 ～ 105.4Bq/kg
生，セシウム－137の濃度は0.26～2.47Bq/kg生であり，

全ての検体でセシウム－134及びストロンチウム－90，
その他の人工放射性核種も検出されず，捕獲地域別に
は一部の地域では他と比べて高い値を示したものの、
その原因については分からなかった。また、部位によ
る差は見られなかった。

文　　　献

1 ）令和元年度食料・農業・農村の動向，農林水産省
大臣官房，284-289，2020.6

2 ）農林水産省ホームページ，取組事例， 
https://www.maff.go.jp/j/nousin/gibier/jirei.html,（参

照2021-06-01）
3 ）杢代俊枝，姉崎智子，水谷富哉，苫米地達生，浅

見成志，小倉洋裕，後藤重幸：群馬県内における野
生鳥獣の放射性セシウム汚染状況について －2010年
10月から2014年8月の検体分析に基づく傾向－，群馬
県立自然史博物館研究報告，20，169-176（2016）

4 ）小寺祐二，竹田努，平田慶：栃木県，茨城県およ
び福島県にまたがる八溝山地域に生息するイノシシ
の放射性セシウムによる汚染状況の評価，哺乳類科
学，57，9-18（2017）

5 ）林千恵子，中村和宏，本郷猛，橋本博之，原田利栄，
中西希代子，石井俊靖：千葉県で捕獲された野生獣
肉の放射性セシウム検査について，食品衛生雑誌，
57，32-36（2016）

6 ）渡邉泉，野村あづみ，増川武志，尾崎宏和，渡井千絵，
林谷秀樹，五味高志，吉田誠，横山正：福島県二本
松市東部で採取された野生動物（数種の鳥類および
哺乳類）の放射性セシウム蓄積，環境放射能除染学
会誌，2，241-250（2014）

7 ）小林浩美，山口麻美，宮竹智代，内田賢吾：日常
食中の放射能調査（福島第一原子力発電所事故後）,
57，61-64（2020）

8 ）原子力規制庁監視情報課：放射能測定法シリーズ
No.7 ゲルマニウム半導体検出器によるγ線スペクト
ロメトリー（令和2年9月改訂）

9 ）文部科学省科学技術・学術政策局原子力安全課防
災環境対策室：放射能測定法シリーズNo.2 放射性ス
トロンチウム分析法（平成15年改訂）

10）食品、添加物等の規格基準の一部を改正する件（平
成24年厚生労働省告示第130号）

重量 K-40 Cs-137 Cs-134 Sr-90
kg生 Bq/kg生

ロース 1.1952 92.6±0.7 0.33±0.01 N.D. N.D.
ヒレ 0.5248 104.5±1.0 0.32±0.02 N.D. N.D.

カタロース（ネックなし） 1.1147 96.2±0.7 0.29±0.01 N.D. N.D.
ネック 0.6341 94.6±0.9 0.28±0.02 N.D. N.D.

ウデ（カタ） 0.8236 91.4±0.7 0.29±0.02 N.D. N.D.
前バラ（スペアリブ） 0.4057 88.9±1.0 0.26±0.02 N.D. N.D.

友バラ 1.0448 71.9±0.6 0.26±0.02 N.D. N.D.
内モモ 1.3101 105.4±0.7 0.38±0.01 N.D. N.D.

外モモ・ラムイチ 1.0981 97.0±0.7 0.36±0.01 N.D. N.D.
ランプ 1.3022 94.7±0.6 0.33±0.01 N.D. N.D.
シンタマ 1.1975 102.7±0.7 0.33±0.01 N.D. N.D.

チマキ（スネ） 1.1124 87.7±0.6 0.26±0.01 N.D. N.D.
平均 94.0 0.30 N.D. N.D.

※「N.D.」は検出下限値未満である。

検体
（⑥の部位）

表４　部位別のシカの放射能濃度




